層状コバルト酸化物における非線形伝導
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我々の研究室ではこれまで、有機塩(-(BEDT-TTF)2CsCo(SCN)4[1]やIr酸化物BaIrO3[2]が、巨大な非線形伝導を示す事を発見してきた。これらの非線形伝導は競合した効果（(-(BEDT-TTF)2CsCo(SCN)4では異なる電荷秩序、BaIrO3においては、異なったバンド）が存在し、そのうちの一つが電流によって融解、あるいは消失するために起こる。

一方、NaxCoO2における熱電特性の発見以来[3]、多くの研究者が酸化物による熱電変換材料の作成を目指し物質探索を行っている。その中でNaxCoO2と同じ、伝導に寄与するCoO2レイヤーを持つ層状コバルト酸化物はS = 100(V/K以上のゼーベック係数を示すものも多く、有力な候補であると言えよう。最近、我々は熱電材料としても期待できる層状Co酸化物Bi2Sr2Co2OZにおいても非線形伝導が見られることを発見した。

Bi2Sr2Co2OZはCO2-SrO-BiO-BiO-SrOの順で積み重る層状の結晶構造を持つ。単結晶試料の電気抵抗は温度降下にともなって金属的に減少し、100 Kで極小値を示す。 100K以下では上昇に転じ、半導体的な振る舞いを示す。この系における半導体的な振る舞いの起源として擬ギャップの存在が提案されている[4]。4.2Kにおける電流-電圧特性は負性抵抗領域をともなった非線形伝導を示した。 電流密度増加にともなって、電気抵抗は急激に減少し、その値は温度依存性での極小値よりも小さい。これは電気抵抗が電流によって本質的に減少したことを示し、電流密度増加によって擬ギャップが消失したことを示唆する。講演ではホール効果の電流依存性を併せて紹介する。
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